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金
沢
に
お
け
る
明
治
初
期
の
薬
学
教
育
に
つ
い
て
関
係
史
料
を
調
査した結果、従来、金沢大学薬学部のホームペイジの「学
部沿革」及び『金沢大学五十年史』に記載された幕末から
明
治
初
期
の
薬
学
教
育
史
に
関
し
て
疑
問
を
抱
き
、
本
稿
に
改
め
て
当
時
の
薬
学
教
育
の
様
子
を
確
実
な
史
料
に
も
と
づ
き
調
査
・
検
証
し
た
結
果
を
報
告
す
る
。
特
に
石
川
県
乙
種
薬
学
校
に
関
す
る
問
題
は、明治二十二年の「第四高等中学校一覧」の付録「石川
県甲種医学校沿革略」（１）に記載された誤った記事が原因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
従
来
の
金
沢
の
薬
学
教
育
史
で
は
加
賀
藩
・
卯
辰
山
養
生
所
に
薬
局
お
よ
び
舎
密
局
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
薬
学
教
育
の
創
基
を
置
き
、
そ
の
舎
密
局
・
綜
理
高
峰
元
稜
を
そ
の
貢
献
者
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
明
治
三
年
に
金
沢
・
大
手
町
に
加
賀
藩
金
沢
医
学
館が開設され、四年三月にＰ．Ａ・Ｊ・スロイスが医学教師
として着任して、患者の診療が始まり、治療薬を薬局より
支給していたことから、この医学館をも加え、スロイスの
薬学教育への貢献を挙げていた（２，３）。しかし、卯辰山
〔特別寄稿〕
明
治
初
期
の
金
沢
で
の
薬
学
教
育
金
沢
市
板
垣
英
治
養生所と金沢医学館の関係史料を調査したところ、両者に
おいて薬剤師の教育を行った事実は存在しない。本稿では
この件について概略して、実際に薬学教育を行って薬剤師
の養成が始まったのは、明治九年六月に金沢医学所に薬舗
学科（薬局学科）が設置され四人の薬学生の教育が始まっ
た時であること明治十年に学科名は製薬学科に改められ、
明治十七年までに九名の薬学生の卒業者を出したことを、
さらに、明治十七年三月に石川県甲種医学校が開校された
が、薬学教育はこれまでの医学所製薬学科の教育が継続さ
れて、少なくとも明治十九年六月迄は行っていたことを記
述した。
１
．
卯
辰
山
養
生
所
の
薬
局
と
舎
密
局
加賀藩では安政二年に壮猶館の翻訳・校合方に鹿田文平
（謹斎）、黒川良安、津田淳三の蘭医師を、舎密局に高峰元
陸、松原小四郎を配置して、オランダ兵学書および舎密書
（化学書）の調査・翻訳などをおこなった（４）。ここに文
久年間に田中信吾、大田美農里が加わり、オランダ医学書
の会読が始まった。さらに文久二年に金沢・彦三に種痘所
が開設され町民への種痘も行われた。慶應二年の藩主の命
により卯辰山の中腹に町民ための病気の診療を目的とした
病院「卯辰山養生所」が建設され、翌年開院した。
7２
２
．
金
沢
医
学
館
の
薬
局
明
治
三
年
二
月
に
金
沢
・
大
手
町
の
旧
津
田
玄
番
邸
跡
に
金
沢
医
学
館
は
開
設
さ
れ
た
。
当
初
、
黒
川
良
安
が
総
督
医
を
勤
め
た
。
翌
年四月にオランダから着任したスロイス（オランダ陸軍一
等軍医）を医学教師に助教師として大田美農里田中信吾、
津田淳一一一、高峰精一が、オランダ語の通訳として武谷俊一一一、
馬
島
健
吉
、
伍
堂
卓
爾
が
担
っ
た
（
４
）
。
ス
ロ
イ
ス
の
着
任
後
、
注
：
硫
酸
、
塩
酸
、
酪
酸
も
作
っ
た
と
も
あ
る
。
な
お
、
雷
示
を
記
載
し
た
も
の
は
誤
り
で
あ
る
。
壮
猶
館
の
蘭
医
師
達
は
こ
こ
に
移
り
患
者
の
病
気
の
診
断
を
行
い
、
治療薬を与えた。ここには薬局が設けられていたが（４）、
その管理を担当した者は明らかではない。養生所とは別棟
に「舎密局」があり、高峰元睦が「綜理」となり、その外
に掛員丘村隆桑、遠藤虎次郎、旗文次郎（下役）、吉田好二
（補助人）がいた（５）。ここでは舎利別（シロップ）や丁幾
越幾斯（チンキ、エキス、（薬効成分をアルコールで抽出し
たエキスか）、膏薬、蒸留水等を作り、薬局に供給した（４．
５）。これらの資料によれば、養生所では薬剤師を養成する
教
育
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
舎
密
局
の
業
務
は
患
者
へ
の
投
薬
の
調
製
で
あ
っ
た
。
当
初
計
画
し
て
い
た
医
学
教
育
の
教
則
は
変
更
さ
れ
、
ス
ロ
イ
ス
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
で
の
講
義
と
通
弁
に
よ
る
和
訳
に
よ
る
講
義
形
式
と
な
っ
た
。
教
育
年
限
も
五
年
間
と
し
て
、
基
礎
医
学
か
ら
専
門
医
学までの教育となった。第一年で、解剖学、包帯学、物理
学、動物学、第二年で局所解剖学、健康学、化学、生理学、
植物学、薬剤学であった。（第三年以降は略す）これらはど
れも基礎医学の学科である。スロイスの教育は厳しく毎士
曜日に試験を行い、成績不良の生徒は落第とした。医学館
では、外来患者の診療および入院患者の治療も行っていた。
従って，診療室、医局、薬局煎浸処、手術室等があった。
現在、兼六園に旧医学館の建物の主要部分が移築されて保
存されて居るが、この現存部分でスロイスによる患者の診
療
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「医学館所務」（明治四年）には次の事が書かれている。
（６）
教
師
ス
ロ
イ
ス
総
督
医
欠
員
（
黒
田
良
安
が
退
任
し
た
た
め
に
欠
員
に
な
っていた）
助教医三人一一等教師宛之右総督医の所務を助く。
通
弁
二
員
理
化
係
三
等
教
師
二
員
宛
之
薬
局
監
察
四
等
教
師
一
員
、
訓
導
一
員
充
7３
昼夜詰切配剤其方書の相違無之哉検査し且
薬品の良否鑑定は当直示談相決事。但内一
員は生徒監正を兼務す。
薬局係訓蒙一員並調査役生徒の内昼夜詰切の事。
（以下略す）
とあり、本院の患者治療組織を示している。
明治四年の職員録には薬局監察には文学四等教師松田壬
作、文学訓導石川元立（考恭）が、薬局係には文学訓蒙内
藤正木、不破鎖吉が就いていた（７）。さらに、藤本純吉の
履歴書には、「明治十年四月一一十一日石川県福井病院当直医
兼薬局長並同所医学所教員」とあり、医師であった藤本が
薬局長に就いていた（８）。
これらの資料は金沢医学館および分館であった福井病院
では医師が薬局での業務を担当していたことを示している。
ス
ロ
イ
ス
の
医
学
教
育
を
受
け
て
、
医
師
と
し
て
初
め
て
藤
本
純
吉、稲坂謙吉ら八名が、そして第二回生として十二名が卒
業した（９）。当時薬剤学の講義はされていたが、特別にこ
の医学館で薬剤師養成のための教育をした記録は見あたら
ない。明治四年七月に兼六園内に医学館への入学希望者の増加
のために、基礎学科の教育を目的に「金沢理化学校」が開
校したが、同年七月の廃藩置県により翌年に閉校となった。
本校に入学したものはすべて医学を学ぶことを希望する者
であった（Ⅲ）。
附・１．スロイスが薬学教育の重要性を説いたとするこ
とが記載されたものがある（３）が、最も整った藤本純
吉のスロイスの講義録には見られない。生理学では医学
基礎としての化学の重要性は指摘している。薬剤学では
「薬剤学二一一般アリ甲ハ医学二属メ其健康及上疾病ノ人
身体二触レテ営ムベキ功能ヲ論ジ乙ハ薬局学二属メ其製
法ヲ論スル者ナリ」
と記載されている。
２．養生所舎密局は兼六園内の理化局（理化学校）に移
転し、一時中止となったが、明治七年に再びここに於い
て金沢医学所製薬所となり、次いで同八年に医学所内の
病院の裏方に移転した（４）。
３．金沢医学所での薬学教育
金沢医学館は明治四年の廃藩置県のために、その経済的
基盤を失って私立医学館となった。その後、石川県や金沢
市および個人からの資金による半官半民の私立医学館とな
り、さらに石川県立医学所となった。明治七年八月にスロ
イスは帰国して、翌年八月にホルトルマンが医学教師とし
て着任した。明治九年には従来の組織を改編して、医学館
7４







